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「 点灯」 
～成績下降者が全体の６６％に～ 

成瀬高校の生徒は３年生になると、約 94％の人が４年制大学進学を志望しています。これは進

学に対する雰囲気が作りやすいということを意味しています。皆さんのクラスはいかがでしょうか。

しっかりと授業に参加していますか。宿題や提出物を期日までに出していますか。平日２時間以上、

休日３時間以上の家庭学習時間を確保していますか。今回の模試の結果をみると、残念ながら成高

1年生として最低限取り組んでもらいたいことが、できていない人が多いようです。具体的には、

７月の進研模試の結果と比較すると、成績下降者が 66％、つまり３人に２人が模試の評価が落ち

ているということになります。このような状況になってしまった要因の 1つとしてあげられるのは、

家庭学習の不足です。ベネッセからは、進研模試上位 20％の生徒は、平均２時間以上の家庭学習

を行っている一方で、下位 20％は 30分程度であるデータが示されています。下降者が多いという

ことは、同じ学力層のライバルたちに比べ、家庭学習の時間が不足していることを物語っています。 

 

 例えば、多くの生徒がやるべき課題に取り組まず、学習に真摯な態度で臨まない状況が続けば、

学年やクラスの雰囲気が悪くなり、進路実現率が低下します。「受験は団体戦」とよく言われます

が、自分の行動が周りに影響を与えているということを認識しなければなりません。厳しいことを

言うようですが、甘い考えを持つ皆さん一人ひとりが変わらなければ、44期生にとって、辛い状

況が待っています。この半年間を振り返り、改善すべき点は改善し、新年を迎えましょう。 

11月模試で、思うような結果が出せなかった皆さんに、アドバイスです。３科目合計で 10点得

点をアップできれば、偏差値も上昇していきます。１科目に換算すると、たった３点です。たった

３点上乗せすることができれば、次のランクに昇格できるのです。では、具体的に今回の 11月模

試でどの問題ができれば、数点ＵＰできたのでしょうか。 

今回正解しておきたかった問題 44期生が全国得点率を大きく下回った問題の一例 

《国語》 「テッテイ的に」を漢字に改めよ。     本校得点率 26.4%（全国 43.0％）       

                                        

《数学》 本校得点率 24.7%（全国 45.8％） 

 

 

 

 

《英語》                    

 

 

なお、この英語の問題は、11月 1日時点では未習でした。 本校得点率 47.8 %（全国 59.2％） 


